


交通労働災害の多い業種は？

新聞配達業, 497

社会福祉施設, 374

道路貨物運送業, 329

建設業, 182

製造業, 113

その他, 

1811

道路貨物運送業, 20

建設業, 

13

新聞配達業, 5

社会福祉施設, 

5

製造業, 5

その他, 

19

【H28～R7の交通労働災害 死傷者人数（休業4日以上）】

【H28～R7の交通労働災害 死亡者人数】
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兵庫での交通労働災害の事例①

配送を終え、帰社するためにトラックで高速
道路を走行していたところ、停車中のトレー
ラーに衝突したもの。



兵庫での交通労働災害の事例②

事務所から建設現場に向かう途中、乗車して
いたトラックが単独事故で横転し、被災者が
車外に投げ出された。



兵庫での交通労働災害の事例③

トラックが進行方向左手の路肩に寄り、法面
に乗り上げたことによりトラックが横転し、
上下逆さの状態で停止した



兵庫での交通労働災害の事例④

高速道路を４ｔトラックで運転していたとこ
ろ、緩いカーブで道路側壁に衝突した。



兵庫での交通労働災害の事例⑤

在宅介護の訪問先から別の訪問先に市道を自
転車で向かっていた被災者が、横転した軽貨
物自動車にはねられたもの



兵庫での交通労働災害の事例⑥

高速道路において、非常駐車帯に停車させた
社用車から降車していた被災者が、走行車線
を走行する大型トラックと接触したもの



兵庫での交通労働災害の事例⑦

大型トラックを運転して国道を走行していた
ところ、カーブを曲がり切れず横転して、道
路外の工場建屋に激突したもの。



交通労働災害の防止のために①

 走行の開始・終了や経路について計画を作
成する

 早朝時間帯の走行を可能な限り避け、十分
な休憩時間、仮眠時間を確保する

 疲労、飲酒などで安全な運転ができないお
それがないか、乗務開始前に点呼によって
確認する

適正な労働時間等管理・走行管理

点呼の実施



 交通事故発生状況などを記載した交通安全
情報マップを作成する

 ポスターや標語を掲示して、安全について
常に意識させる

荷役作業を行わせる場合

交通労働災害防止の意識高揚

交通労働災害の防止のために②

 運転者の身体負荷を減少させるため、必要
な用具などを備え付ける



 以下を含め、雇入れ時などの日常の安全衛生
教育を実施する

・十分な睡眠時間の必要性の理解
・飲酒による運転への影響の理解
・交通危険予知訓練による安全確保
・交通安全情報マップによる実態把握

教育の実施

交通労働災害の防止のために③



 交通労働災害防止のための管理者を選任し、
目標を定める

 運転者に対し、健康診断や面接指導などの
健康管理を行う

 異常気象や天災の場合、安全の確保のため
走行中止、徐行運転や一時待機など、必要
な指示を行う

 自動車の走行前に自動車を点検し、必要に
応じて補修を行う

その他

交通労働災害の防止のために④



兵庫労働局（労働基準監督署）
インスタグラムにも掲載中

https://www.instagram.com/kantok
ukahyougokyoku

https://www.instagram.com/kantok

